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計
量
器

の
定
期

検
査

m
日
か
ら
も
れ
な
く
受
け
よ
う

長
崎
県
計
量
検

定
所
で
は
合
法
的

な
証
明
あ
る
い
は

商
取
引
き
そ
円
滑

に
す
る
た
め
、
五

月
二
十
二
日
か
6

三
十
一
日
ま
で
十

日
間
つ
ぎ
の
日
程

で
計
量
器

ω定
期

検
査
を
実
施
レ
ま

す。
も
し
、
乙
の
検

査
を
う
け
な
い
場

合
は
倒
せ
ら
れ
ま

す
の
で
、
も
れ
な

ぐ
受
検
レ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
こ
の

検
査
は
不
良
品

巷
指
摘
寸
J

る
だ

け
で
、
没
収
し

め
法
定
計
量
単
位
に
使
用
す
る

計
器

た
り
、
乙
わ
し
た
り
す
る
よ
う
一

な
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

一

そ
の
点
ご
心
配
な
く
受
検
し
て

)一
マ
検
査
を
受
け
な
い
て
も

く
だ
さ
い
。
中
広
た
従
来
の
尺
貫
一

一

い
計
量
器

法
の
計
量
器
も

一
応
検
査
し
ま
一

一

つ
ぎ
に
該
当
す
る
も
の
は
検

す
の
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

一一
査
を
受
け
亭
必
要
は
あ
り
ま
せ

事

前

調

査

は

一

ん
。

十
八
日
ま
で
に
一
の
取
引
、
証
明
以
外
に
使
用
す
る

な
お
計
量
器
の
台
数
検
一
も
の
で
、
許
可
を
受
け
て
「
取

査
も
れ
な
ど
を
な
く
す
る
た
め
一

引
証
明
以
外
の
用
」
と
記
入
し

事
前
調
査
を
行
う
と
と
に
な
っ
一
た
も
の
。

て
お
り
、
調
査
事
別
途
配
付
一
@
伸
縮
目
盛
付
直
尺
・
伸
縮
目
躍

し
ま
す
の
で
、
ど
記
入
の
上
各
一
付
角
度
直
尺
・
実
目
脇
村
曲
り

町
内
ご
と
取
り
ま
と
め
て
五
月

十
八
日
ま
で
商
工
水
産
課
ま
た

は
出
強
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

。ぬれた靴を乾すには=ぬれた靴を直

接日光にあてて乾すと、内部はまだ

ぬれているのに外部が干上り、 外市

が固くなってヒピが 入るから十五ワ

ット程度の電球をつけたまま靴の申

に入れ、一時間もそのままにすると

程よく乾く。

。毛織物の衿あかを落すには=毛織物

の衿あかがついたときは、新しい食

パンを少し厚 自に千切り、それでと

するときれいに落ちる。毛織物に限

らず、衿あかはすべてとの方法が効

果がある。

ごコ存)";じ1で
尺
・
伸
縮
目
盛
付
曲
り
尺
・
連

尺
・
回
転
尺
・
精
密
天
び
ん
・

極
微
天
び
ん
・
温
度
計
・
体
積

計
(
硝
石
製
ま
す
、
お
よ
び
陶

器
製
ま
す
、
化
学
用
体
積
計
)

圧
力
計

・
密
度
計
・
濃
度
計
・

漉
度
計
・
比
重
計

・
鉄
道
、
軌

道
、
索
道
、
電
車
、
自
動
車、

船
舶
、
航
空
機
に
取
付
げ
た
も

の
・
検
査
有
効
期
間
内
の
タ
ク

シ
ー
メ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
メ
ー
タ

ー
、
水
道
メ
ー
タ
ー
、
ガ
ソ
リ

ン
量
掛

検

査

日

害j

間
腕
時
免
税
点
引
上
げ

当

市

で

は

本

年

度

分

か

ら

実

施

去
る
三
月
三
十
日
公
布
さ
れ
た
一
と
れ
は
零
細
者
の
負
担
を
除
き

地
方
税
法
の
一
部
改
正
の

F2り、
一
中
小
企
業
者
の
税
負
担
を
軽
減
す

固
定
資
産
税
の
免
税
点
が
四
月
二
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
引
上
げ
ら
一
本
市
で
は
す
で
に
皆
様
に
通
知

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
一
し
ま
し
た
、
昭
和
三
十
四
年
度
国

土
地
一
百
室
万
円
一
定
資
産
税
か
ら
乙
の
改
正
答
適

家
屋
一
万
円
霊
万
円
一
周
し
て
お
り
ま
す
の
で
ど
承
知
く

償
却
資
産
十
万
円
を
十
五
万
一↑

f
さ
-v
。

(
税
務
課
)

円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
上

げ

。

一

マ マ ママママ
時 27回 27，-..時 26浦 26村四 24夫午 5
)日出日各)日出目地時・の後 月
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並午)午 滞午)午 ___l み庭九
病後 ) 病後 ) 西午母(時
棟五鈴院五三大 後巴雨 J

v v v てア
い 他 受註 原 31 重 30 瀬 29時 28，-.. 
。の検 H地目地目地百五日各

地 で 右区 (区(区(ぷ(病
区きの、同)開)阿倍午院
で な 期 火 出 前 )

(受か自力松 福 萱翠九
商検つに発原 重 潮見時
工 したど電出 出 出竹 』
水て場う所張 聾 張松 t
産 く合し)所 所 所地午
課だはて 区後
) さ 、 も 松 福 萱 ) 四

ゴ合警2月末までー窓口ヘ令経
十 期たへ 書自 {
日は!さ型五ど通令誓 m を 動 亙
ま五山高 月受じ替 官昭
で月最包十領てそ茄霜送車場
竺十へな五く送町(三付 税 3
f 五申い臼だ達務全十
さ日出場まさし連期四 の
で か く 合 で い ま 絡 分 年 繍
お A だはに。す委)度 ZT 
り間さ税おもの員徴軽 悦

ま月い務手しでを税自

お
り
ま
す
。

で
お
り
ま
す
。

低
調
な
選
挙
は
、
低
調
な
政
治
一
ほ
ん
と
う
に
政
治
を
よ
く
す
る

を
意
味
し
、
を
の
結
果
を
受
け
る
一
の
は
、
わ
た
し
た
ち
閏
民
で
す
。

の
は
、
わ
た
し
た
ち
国
民
で
す
。
一
わ
た
し
た
ち
は
政
治
に
対
す
る
知

最
近
の
国
政
は
、
内
外
と
も
に
一
識
を
さ
ら
に
高
め
、
公
明
選
挙
に

、

-複
雑
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
一
撤
し
た
強
い
情
念
で
と
ん
ど
の
選

制

任

期

が

満

了

す

る

た

め

の

参

議

一ま

す

.

一

解

さ

れ

て

お

ら

な

い

た

め

か

、
他

一
と
の
意
味
か
ら
と
ん
ど
の
選
挙
は
一
挙
に
臨
み
た
い
も
の
で
す
。

日

物

院

稽

員

の

通

常

選

挙

が

、

五

月

七

一

参

議

院

は

、

定
数
が
全
間
選
出
一
の
選
挙
に
比
較
し
関
心
の
度
合
が
一
ま
こ
と
に
重
要
な
意
義
を
ふ
く
ん
一

問

鞭

日

の

公

示
で
、
六
月
一
百
に
行
わ
一
職
員
一

O
O名
、

地

方

選

出

議

員

一

少

な

く

、

低

調

な

ま

ま

で

終

っ

て

一

一

月

種

れ

る

こ
と
に
な
り
ま
レ
た
。

一百
五
十
名
の
計
二
百
五
十
名
で
、
一

一

5
院
一
県
条
例
に
も
と
づ
い
て
毎
年
食
一
実
施
日
割
(
場
所
・
日
時
)
一
乙
の
参
議
院
議
員
の
選
挙
は
、
一任
期
は
六
年
と
な
っ
て
お
り
、
一一一
一

補

充

選

挙

人

名

簿

を

調

製

一

年
任
一
品
販
売
並
び
に
行
商
者
は
登
録
し
一

三
浦
出
張
所
幻
自
9
時
1
日
時
一
全
国
区
(
全
国
が
一

選
挙
同
体
)
と
一
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
半
数
づ
っ
改
一

一

引
企
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

、

っ

百

出
張

所

首

謀

占

時

一地
方
区

(
各
都
道
府
県
空

襲

一選
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま一

十

六

日

か

ら

二

十

日

ま

で

五

日

間

一

沼

一

ぎ
の
日
程
で
登
録
襲
警
実

施

し

吾

出

張

所

管

m時
J
ロ
時
一区
)
を
選
事
区
と
し
た
、

二
つ
の
一す
。
参
議
院
の
選
挙
は
、
昭
和
二
一
来
る
六
月
二
日
に
行
わ
れ
る
参
議
一
登
録
6
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
申
恵
一

d
一一ま
す
か
A
該
当
章
者
は
も
れ
な
く
一
福
重
出
張
所
羽
田
却
時
J
U
時
一
連
紘
一か
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
の
で

一十
二
年
四
月
第

一
回
自
の
選
挙
が
一院
議
伺
通
常
選
挙
に
お
け
る
補
充
一
間
を
過
ぎ
ま
す
と
、
申
請
書
の
再

」
手
続
き
を
す
ま
さ
れ
る
よ

F

つ、

県
石
原
出
張
所

管

日

時

五

時

一わ
た
し
た
ち
選
挙
人
は
、
六
月
三

行
わ
れ
て
以
来
号
訴
ね
て
、
今
亘
挙
人
名
簿
巻
、
つ
ぎ
の
要
領
に

一付
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

一
大
村
保
健
所
で
は
岬
び
か
け
て
い
一竹
松
出
張
所
幻
日
9
時
1
ロ
時
一日
の
投
票
吋
に
は
、
全
国
選
出
議
一
回
で
第
五
回
目
わ
選
挙
話
一
え
ま
一よ
り
調
製
い
た
レ
ま
す
の
で
、
該一

と
の
点
特
に
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

と

ま

ず
。

一

大

村

保

健

所

管

9
時
J
口
笠
員
選
考
撃
を
す
る
と
同
時
に
一す。

一芸

品

れ
な
く
申
初
レ
て
ぐ
だ
一

h
v
t
r
i
j
j

一
一
な
お
、
当
H
は

手

数

料

出

円

と

一

間

的

日

9
時

1
口
時
一地
方
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
も
行
一
し
か
し
な
が
ら
過
去
の
選
挙
を

一さ
い
。

一
印
鍛
持
参
の
う
え
寄
り

ω個
所

一

同

羽

田

9
時
J
ロ
時
一ぃ、

一
人
の
選
挙
人
が
、
ニ
つ
の
一
ふ
り
か
え
り
ま
す
と、

参
議
院
の

一

な
お
、
補
充
選
挙
人
名
仰
は
、
ば
な
ら
な
い

人

一

一
t
す
ま
せ
て
く
円
さ
い
。

一

(

大

村

保

健

所

)
一選
挙
り
投
票
を
す
る
わ
け
で
あ
り
一
性
格
、

存
在
等
が

一
般
に
よ
く
理

一登
録
の
申
請
を
し
な
い
と
名
鯨
に

(毎月 1日.10日.20日.発行)

正しい、はかり ミで明るい取引
食
品
業
者

行
商
者
は

足当記
五五

全

国

匡

地

方

匡

の
参
議
院
議
員
選
挙

マ
機
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
計
量
器

取
引
ま
た
は
証
明
を
す
る
た

投
票
日
は
同
時
に
六
月
二
日

録

を

昭
和
三
十
四
年
二
月
十
五
日
以

前
か
ら
大
村
市
に
住
所
を
有
す

ずの満
二
十
才
以
上
の
者
(
昭
和

十
四
年
五
月
十
六
日
ま
で
に
生

れ
た
者
)
で
、
市
議
選
挙
の
と

.ぎ
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
人
お
よ
び
資
格
か
あ
っ

て
畳
録
も
れ
の
人

申

請

期

間

昭
和
三
十
四

年
五
月
十
六
日
か
ら
五
月
二
十

回
ま
で
(
五
日
間
)

書由時午
二二 ま前

用調で 八
特の 喧
仏 一

主方 平
り法 分
大か
村 月斤 ら
市定午
選の 後
挙申 五

か名ー中

?筆勢弓勢も落 芸量密室
だ 録 閲に選うち す選出委
さの覧有 苧 ーて 。用 2署員
い有に 効 入 所
。無供な盆度い は J定量
を し 選 簿 確 な 備 52務
ーま挙の え謂局
度す人申かい っすま
お の 名 古 め か けるた
たで簿期 てこは
し、を筒て おと関

し十 よ務らけでま必ー
〈分う局ならばす要定
行 活 な に いれ あが最様
使用事 お 点たり、 少 式
いし 由たは制まそ限の
たてにず i塁度 せれ度証
し費該ね 挙 ぜ ん ほの 明
ま 重 当の 官す。ど手書
レなすう理かせ面続の
よ ー る え 委 ら つ 倒 き 提
う票場、員、かなが出
。 を 合 右 会 わ く も い な
正はの事か設のりど

闘
訓
て
投
票
で
き
な
い
人
は

す
の
で
必
ず
納
付
レ
て
く
だ
さ

ム
全
期
刀
の
蔽
自
動
単
税
は
、
四

月

一
円
現
在
の
所
有
者
に
課
税

し
ま
す
の
で
、
そ
の
後
で
譲
渡

な
と
さ
れ
た
場
討
は
申
出
て
く

だ
さ
い
。

(税
務
課
)

腸
パ
ラ
チ
ブ
ス
の

予
防
接
種
を
実
施

腸
パ
ラ
チ
プ
ス
予
防
接
種
を
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
レ
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
も
れ
な
く
受
げ
て
く
だ

さ
い
。

ヘ
該
当
者
H
一ニ才

(
生
後
三
十

六
カ
月
)
か
ら
六
十
才
ま
で
の

も
の
(
初
め
て
僚
理
す
る
も
の

は
一
週
間
お
き
に
三
凋
接
種
)

A
接
国
の
で
き
ほ
い
も
の
け
(
長

明
病
人
、
有
勲
者
‘
妊
産
婦
を

除
く
)
心
臓
に
疾
患
の
あ
る
も

の
、
そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種

を
行
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
一

広
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
も
の
一

ム
注
射
料
金
H
一
人
当
り
一
回

五
円

ム
実
施
期
日
と
場
所

実
施
時
間
H
午
後

一
時
l
一ニ時

申

請

書

受

付

時

間

実

第

一
回

施

月
第
二
回

実
刑
場
所

日
第
三
凶

三

浦

分
院

鈴
田
出
張
所

市

役

所

中
央
公
民
館

池
田
敬
者
院

市

立

病
院

竹
松
出
張
所

萱
瀬
出
張
所

楕
重
出
張
所

松
原
出
張
所

28 27 28 29 29 28 25 27 29 28 
は日日日同日日日 H 日

5 

212021222221182022z 
日日目同日日日日同は

6
月

4
日

5
日

3
日

1
日

5 54  
日日日

4 
日

4 3 
日 日

一l
l
投
票
日
に
サ
イ
レ

の

午
前
七
時
(
投
票
開
始
)

一一8月2日

一

分

間

吹

鳴

介
火
災
と
お
ま
ち
が
い
に
な
ら
ぬ
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
方
法
て
一

票
を

不

在

者

投

票

の

取

扱

選
挙
人
が
、
投
県
日
の
当
U
つ

ぎ
に
か
か
げ
る
よ
う
打
事
由
で
、

投
票
所
に
行
っ
ア
投
票
で
き
な
い

場
合
は
、
あ
内
か
じ
め
投
点
す
る

乙
と
が
で
き
ま

γ
。

。
不

在

投

票

の
で
き
る
事
由

1

大
村
市
外
に
お
い
て
職
務

ま
た
は
章
一務
じ
従
事
中
で
あ

る
と
き
。

川
不
在
者
投
票
り
で
き
る
期
閣

昭
町
三
十
四
年
五
月
白
日
か
ら

六
月
一
日
ま
で
(
円
曙
日
を
含

‘む
。
}

川
投
票
崎
紙
等
の
請
求
お
よ
び

投
票
時
間

午
前
八
峰
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で

同
不
在
者
投
票
用
紙
等
の
請
求

場
所

病
気
、
号

、

妊

娠

、

三

大

付
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

具
も
し
く
は
搾
仰
に
あ
る
た
一

周

(
大
村
市
役
所
正
門
前
)

め
歩
付
が
い
ち
ぢ
る
し
く
困
一

な
お
く
わ
レ
い
乙
と
は
、
週
挙

制問
ア
あ
む
と
き
。

一

管
理
委
員
会
事
務
局

(
電
話
臨
時

と
の
不
在
者
投
票
を
行
弓
場
合
一四
番
ま
た
は
七
五
O
番
)
へ
お
聞

は、

投
票
の
公
正
を
期
予
る
た
め
一合
せ
く
だ
さ
い
。

(
市
選
管
)

2

や
む
ぞ
得
な
い
刑
務
ま
た

は
事
故
の
た
め
、
大
村
市
外

に
旅
行
ま
た
は
滞
在
附
で
あ

る
と
ぎ
。

3 



海
上
自
衛
隊
の
幹

部
と
海
却
を
募
集

防
衛
庁
で
ほ
一時
十
九臼
衛
隊
幹
部
お
よ
び
海
一
由
主

姦

し
て
い
ま
す
。

ヘ
幹
部
約
九
十
名
一川
越
国
:
技
術
、

管
理
、
骨
折仰

ω皆
格
;
大
学
を
昭
和
三
十

一
年
九
月
、
賀
県
を
二
十
八
年
三
月
以
前
に
a

卒
業
し
た
者
、
終
戦
時
少
尉
候
補
生
ま
た
は
兵
四
位
以
トム
で
あ
っ
た
者
。
年
令
は
一ニ等
海
佐
四
十
二
才
未
満

一
}
一一一
尉
三
十

¥
J
宋
摘
。

〈仏
海
向
日
約
五
十
名
川
職
翻
・
・
内
種
船
舶
無
線
通
信
士
ま
た
は
一ニ
紘
一
無
線
通
信
士
免
許
所
有
者
。
年
令
一
ニ
十
五
才
未
満
ム
願
書
受
付
五
月
十
九
日
ま
で
自
衛
隊
長
崎
地
方
連
絡
部

(長
附
市
南
山
手
町
)
へ
〈
-話
験
六
同
七
打
開
自
福
岡
肢
と
ん
部
隊
(
市
民
課
)

人
工
林
が
枚
入
は
多
い

M
M

よ
い
苗
木
を
選
び
手
入
去
十
分
に
一
間

(ニヲ

い
所
が
最
滴
で
す
。

苗

木

の

形

H
幹
の
根
元
が
太

一ツ
は
四
百
五
十
本
l
六
百
本
、
ク

一
全
林
に
宅
聞
と
光
と
を
、
満
度
一
⑦
現
在
、
分
布
生
育
し
て
い
な
一
と
ど
が

「台
山
公
事
蹟
」
に
出
て

一で
行
わ
れ
た
西
円
本
赤
ん
坊
大
会

包
ノ
キ
日
ス
ギ
よ

υも
や
や
日

一く
、
全
体
が
の
び
の
び
と
し
て
、
一
ヌ
ギ
は
二
百
五
十
本

t
一
二
百
本
一
に
与
え
て
健
全
に
か
つ
庇
躍
に
し
一
い
優
秀
な
特
性
を
も
っ
た
李

、
一お
り
ま
す
が
、
そ
の
当
時
議
札
一大
星

第

年

選

会

で
、
審
査

蔭
に
耐
え
、
支
た
幾
分
乾
燥
地、

一
枝
照
り
が
強
く
全
体
の
形
が
先
の
一

肥
斜
の
や
り
方

一短
い
聞
に
価
値
の
高
い
木
材
季
一
他
か
月
導
入
す
る
方
法

一手
所
蔵
し
て
お
八
れ
会

、

芝

一
の
結
果
つ
ぎ
の
ニ
児
が
大
対
東
彼

や
せ
地
に
耐
え
土
地
が
浅
く
粘
質
一
ま
る
い
円
す
い
売
を
し
て
い
る
の
一

一

産

す
る
と
と
が
、
お
も
な
目
的
で
一

2
ζにも
な
い、

全
く
新
し

一け
所
持
す
る
方
を
ど
存
じ
m
万
は
一地
区
代
表
と
し
て
、
土

円

霊

地
に
も
よ
く
育
ち
ま
す
。

一

が

よ

い
。

一

最

近
植
付
け
の
際
、
肥
料
を
施
玄
り
ま
す
。

一い
優
秀
な
特
性
格
も
つ
樹

木

津

一市
町
鯛
さ
ん
時
料
と
し
で
調
査
し
一市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し

長
崎
県
佐
約
二

二
産
量
か
ら
い
っ
て
、
止
む
を
得
な

一入
が
あ，
O
と
と
は
、

ど
堆
知
の
と
一
ア
カ
マ
ツ

H
や
せ
地
や
乾
燥
し
一苗
木
の
根
づ
き
H
主
根
は
真

一し
て
生
長
を
促
進
す
る
と
と
が
行

一

ほ
か
に
間
伐
の
利
用
で
経
済
的
一り
出
し
、

そ
れ
ぞ
苗
床
の
押
木
ー、
一て
お
り
ま
す
の
で、

制
知
ら
せ
く
一ま
す
1

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
民
一

い
状
態
で
す
。

一

と
と
思
い

ま

す

。

一

た

特
石
地
で
も
よ
く
育
ち
ま
す
。
直
ぐ
長
す
ぎ
る
と
と
な
く
細
い
根

一わ
れ
い
ま
す
が
、
初
期
の
生
育
を
7
L-も
よ
く
す
ま
す
。

一支

は

蓄

に
よ
っ
て
作
り
出

玄

ぃ。

(

直

堅

金

二

会

上
貝
原
山
口
孝
(
〆
夫

震

が

あ
り
ま
す
。

一

県
で
け
、
造
杯
争
奨
励
し
て
六
一
経
済
価
値
の
低
い
耕

森

を
、
一

た
だ
し
円
当
り
が
十
升
で
な
け
れ

夏

山
出
て
い
る
の
が
根
づ
き
が
一促
進
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
植
栽
一
一
回
目
の
間
伐
の
時
期
は
、

ス
ギ
一
す
方
法
の
二
つ
が
あ
り
ま
す。

一

P

一

氏
一一男
)

し
か
し
、
窓
会

一ヵ
舗

に

m裂
を

七
万
へ
ク
タ

一人
工
林
に
林
荷
転
換
す
る
と
と
は

一

ば

育

だ

ち

ま

せ

ん

。

一

よ
い
。
苗
丈
に
く
ら
べ
て
根
ひ

一木
の
抵
抗
力
書
め
、
土
地
空
産

一十
二
年

1
二
十
年
、
ヒ
ノ
キ
十
五
一

乙
の
事
業
に
よ
っ
て、

第

五

赤

ん

坊

県

大

会

に

一〈
女

乾
馬
場
郷
浦
野
と
字

薪
訴
で
、
木
材
の

一l
ル
に
広
入
ず
る
よ
ろ
努
力
し
て一

山
の
価
値
を
高
め
る
最
善
の
方
法
一

ク

ロ

マ

ツ

N
ア
カ
マ
ツ
と
大
一
議
い
の
は
特
に
根
づ
き
が
悪
い

一力
を
増
し
て
、

伐

警

短
縮
す
る

子
一
一
十
五
年、

マ
ツ
類
十
年

t
一
利
用
価
値
の
あ
る
林
李
作
り
、

一
孝
幸
、
と
も
子
ち
ゃ
ん

一

箱

詰
氏
雲

)

消
担
盤
、
千
百
五
十
一
お
り
ま
す
。

一と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
本
で
も
多
一体
同
様
で
あ
る
が
、
ア
カ
マ
ツ
よ
一
健
康

な

苗

木

H
病
気
や
傷
が

一効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一十
八
年
位
の
時
に
行
い
ま
す
。
一
現
布
四
ト
年
の
伐
期
が
二
十
五
年
一
五
片
守

51
5男
七

E
一

定

試

他
所
)

詰

話

一

市

内

の

森

林

も

薪

炭

一片

品

目

宣

言

語

い

、
潮
風
の
強
い
笠

刊

誌

諸

問

一つ
吋
削
れ
れ
ば
錯

す

と
い

一林
木
育
種
事
業
と
は

一
よ
二
十
年
に
ぎ

な

J
E

l
l
ぃ
副
引
o

県

営

移
入
し
て
い

一林

が

大

部

分

一
い
も
の
で
す
。
つ
ぎ
に
造

乞

浜

に
は
ク
ロ
マ
ツ
認
し

ま
す
一
苗

木
が
よ
い。

一

一
禁
毒
事
業
を
わ
か
り
易
く
一
に

も

沼

崎

直

。

一

切

4
0
1

一

川
郡
宇
野
(
必
)

る
現
況
で
す
。

一
大
村
市

ω森
林
面
積
は
、
議
一に

つ

い

て

き

雪

記

載

し

り

h
dμ
誌

は

れ

日

一

植
つ
け
方
川
植
つ
け
は
、
な
る

一植

林

後

の

手

入

方

法

一い
え
ば
、
林
木
の
品
種
改
良
喜
一
め
陸
上
自

段
四
管
区
銃

一

議

き

ま

る

一

今

郷一
一五
九

石
炭
の
生
産
に
欠
ぐ
と
と
の
で
一
樹
の
五
一
二
%
に
当
る
六
千
五
百
へ
一

ま
す
の
で
、
警
に
し
て
立
派
な
一
土
地
主
多
少
日
蔭
で
も
U
く
育
一
だ
げ
一盛
り
で
風
の
無
い
星
選
ん
一

下

刈

U
植
え
て
か
ら
数
年
間、

一業
的
に
行
う
と
と
で
最
近
よ
く
い
一
剣
道
大
会
川
十
五
円
陸
自
大一

四
月
三
十
足

立

れ

ま

し

た

一

自

室

(

臼
)
「

き
な
い
、

坑
木
は
、

年
間
百
万
石
一
ク
タ
ー
ル

ω広
さ
に
わ
た
っ
て
お

一森
林
を
育
て
て
く
芸
ド
。
一
ち
ま
す
。
土
漉
が
深
く
適
当
な
湿
一
で
行
い
ま
す
。
植
付
の
方
法
は
正
一
若
木
の
生
長
を
害
す
る
雑
草
、
雑

一わ
れ
て
い
ま
す
。

一
村
部
隊
営
庭
に
選
宇
約
河
名
が
集
一
犬
付
市
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
、

一ム
本
町
四
五
七

一

位

暗

号

主

主

主

主

主

な

警

の
適

地

一

吋

M
M
U
M
-許
可

一
日
銭
円

持

品

開

一日
時

打

118っ一
託

子

生

育

て一
れ

明
か
れ
ま
す
。(

説
明

列

車

駐

在

宣

告

馬

場

見

。

日

(

訂
)一

に
二
割
供
給
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
一
七
%
で
、
そ
の
他
の
森
林
は
大
部

EfH日
当
り
が
よ
く
砂
ま
じ
一

一刈
に
も
便
利
で
す。

大
体
の
植
付
一

年
一
回
の
場
合
は
七
月
、
二
回
一
い
る
林
分
の
中
か
ら
、
ズ
パ
抜
け
一
@
ニ
級
建
築

士

患

者

受

一お

ら

ぜ

い

た

し

ま

す

。

一

市

太

郎

(

訂

)

一

一
寸
法
締
法
一同
一
一
一
問
問
脱
出
臨
時
一
一
一
日
用
品
出
引
き
一
一
明
日
出
市
一一
日間一一一昨
ぅ

一
昨
日
崎
町
村
わ
訪
日
h
h

じ川町一一一一望一……脳内勺一一一一一一一
一一一一一弔問
一一郎(印)一

1
1
1
(
(
1
1
F
I
l
i
l
i
-
-川
M
Il
l
i
l
i
-
-
i
l
i川
f
1
1
1
11
1
((
{
(
1・
f

)一
六
人
(
男
一
六
、
一
八
八
女
一

一
瀬
前
以
(
臼
)
一

一
(
白
航
三
O
一
便
)
大
阪
着
午
前
一
同
着
十
四
時
十
五
分
{
福
岡
発
十
一
一
週
間
が
隈
病
し
易
い
の
で
事
一
予
報
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
一
た
。t

一円
を
ど
持
容
く
だ
さ
い

一
一
六
、
五
三
八
人
)

一
ム
原
口
郷
ニ
六
O

一

機

械

力

で

畑

作

改

善

一九
時
二
十
五
分

L
福
岡
着
午
前
十
一
五
時
十
分
(
日
航
一
ニ
O
六
便

)
i
一
前
に
防
除
措
置
を
講
ず
急
要
一
旬
に
か
げ
て
一
時
局
地
的
装
工
し
、
と
の
よ
う
な
事
実
を
証
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